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長時間降雨による複合的な災害（バックウォーター現象）
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高梁川 ①日羽観測所

小田川 ②矢掛観測所

②矢掛観測所 ■ ■ ①日羽観測所

ピーク時間が
重なっている

背水

高梁川の水位上昇により、小田
川の水位も上昇し、流れにくく
なっている（水面勾配が変化）

小田川

○ 長時間の降雨により、高梁川水系では水位が高い状態が長時間継続するとともに、本川と支川小田川の水位
が高くなる時間が重なって、小田川の洪水が流れにくくなるバックウォーター現象等が発生した。



○ 高梁川水系小田川では倉敷市真備町で堤防が決壊し、大規模な浸水により甚大な被害が発生したほか、堤防の損傷が多数発生した。
ま び

高梁川水系小田川における被災状況

小田川

＜小田川（国管理区間等）の被災状況＞
※国管理区間に流入する県管理区間も含む

浸水面積 ： 約1,200ha（7/7AM）

浸水戸数 ： 約4,600棟（7/11 8:00現在）

堤防の決壊 ： ２箇所（国管理）
６箇所（県管理）

堤防法崩れ ： ６箇所（国管理）
１箇所（県管理）

越水 ： ４箇所（国管理）

←高馬川（岡山県管理）

小田川左岸３ｋ４００付近

高
梁
川

【裏法崩れ】 L=30m
小田川右岸0k600付近

【堤防の決壊】 L=100m
小田川左岸3k400付近

【越水】
右岸7k000付近

【越水】
右岸4k000付近

【越水】
右岸2k600、3k200付近

× ×
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▲  花見山

■
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凡　例

基準地点

国管理区間

小田川

位置図

×
×

【堤防の決壊】 左岸L=200m
右岸L=300m

末政川左右岸0k700付近（県）

【堤防の決壊】 L=20m
末政川左岸0k400付近（県）

【裏法崩れ】 L=1,000m（点在）
小田川右岸2k800～3k800付近

【裏法崩れ】 L=15m
小田川右岸4k200付近

小田川→

【裏法崩れ】 L=16m
小田川右岸4k200付近

小田川→

【表法崩れ】 L=70m
小田川右岸4k400付近

×

【裏法崩れ】 L=50m
大武谷川（県）小田川合流点付近

凡例
×：堤防の決壊
▲：堤防欠損等

：越水

【裏法崩れ】 L=80m
小田川左岸4k200付近

×

【堤防の決壊】 L=50m
小田川左岸6k400付近

【堤防の決壊】 （県）
左岸L=20m（高馬川左岸0k付近）
右岸L=100m（高馬川右岸0k100付近）

たか ま がわ

すえ まさ がわ

おお ぶ たに かわ

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

×

×

【堤防の決壊】 L=100m
真谷川左岸0k300付近（県）

ま だに がわ

※7/16 15:00時点
県管理区間を含む
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長時間降雨による複合的な災害（土砂・洪水氾濫）
○ 上流部で発生した土砂災害により発生した大量の土砂が、継続する降雨により河川内に流入し続けたために、

流速が比較的緩やかになる下流部に堆積して、河床上昇を引き起こして、土砂と洪水の氾濫が複合的に発生
する、いわゆる土砂・洪水氾濫が発生。

無被害
（中上流は河道内で流下）

土砂災害

勾配変化点

土砂・洪水氾濫（今次洪水）

土砂・洪水氾濫

無被害
（中上流は河道内で流下）

勾配変化点 土砂・洪水氾濫

土砂災害
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水害による死者 土砂災害による死者 その他（要因不明・関連死）

３県の原因別死者数

○被害の大きかった愛媛県、岡山県、広島県での原因別死者数をみると、広島県では土砂災害による死者
数が、岡山県では水害による死者数の占める割合が多かった。

○広島県での土砂災害による死者の約半数や岡山県倉敷市真備町での水害による死者の約９割が65歳以上

であり、高齢者が多く被災した。

（人）

13

人的被害の特徴（死因別・年齢別）

28名,

40名,

年齢階層別 真備町

65歳未満 6人（11.8%）

65歳～74歳 15人（29.4%）

75歳以上 30人（58.8%）

岡山県倉敷市真備町における年齢階層別死者数

出典：岡山県「「平成30年７月豪雨」災害検証委員会（第２回）」資料
「第1回平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（内閣府）」資料より引用

※広島県は「その他」に水害による死者数も含む

未就学児

2%

～64歳

46%

65歳～74歳

20%

75歳以上

32%

広島県内の土砂災害による年齢別死者数
,2名

17名,

28名,

40名,

出典：広島県「平成30年７月豪雨災害を具舞えた今後の水害・土砂災害対策のあり方
検討会 第２回砂防部会」資料



災害リスクの理解 ～ハザードマップと災害発生位置の関係～

○ 多くの被災事例では、事前に災害リスクが高いことは公表
・倉敷市真備町の浸水範囲は、ハザードマップで示されている浸水想定区域と概ね一致
・土砂災害の人的被害発生箇所の約９割が土砂災害警戒区域等内

◆土砂災害による死者は１１９名（５３箇所）、このうち、
現時点で被災位置を特定できたのは１０７名（４９箇
所）

◆うち、９４名（４２箇所）は土砂災害警戒区域等で被災
※平成３０年８月１５日 １３：００時点
※今後の精査により、情報が変わる可能性がある。

人的被害発生箇所における土砂災害警戒区域の指定状況

浸水推定段彩図（地理院地図(電子国土Web) 平成30年7月豪雨 浸水推定段彩図 空中写真判読版）、倉敷市真備ハザードマッ
プ（倉敷市洪水・土砂災害ハザードマップ(平成28年8月作成、平成29年2月更新)）をもとに内閣府にて作成

：ハザードマップで示されている浸水想定区域

倉敷市真備町の浸水状況とハザードマップとの比較

14

災害リスクの理解（ハザードマップと災害発生位置の関係）



15

倉敷市真備町の浸水状況（ハザードマップ等との比較）
□ ハザードマップ

ハザードマップ（平成29年8月公表）と浸水範囲がほぼ重なり合っている。

標高の低い平地が浸水している。

小田川低地の地形は旧河道のみられる比較的低湿な氾濫原からなり、高梁川沿いには自
然堤防の微高地が、また、西部には支流からの土石流によって形成された小規模な扇状
地が発達している。（日本地理学会、2018.7.16、小田川低地の地形環境と過去の水害）

過去最多の死者行方不明者数を出した明治26年10月洪水と同様
に浸水範囲が大きい。

治水地形分類図
□ 浸水範囲
■ 山地
■ 氾濫平野
■ 後背湿地
■ 微高地
■ 旧河道（明瞭）
■ 旧河道（不明瞭）
■ 現河道・水面

色別標高図
□ 浸水範囲

高梁川水系河川整備計画
□ 浸水範囲
■ 明治26年10月洪水の実績浸水域
■ 昭和47年7月洪水の実績浸水域
■ 昭和51年9月洪水の実績浸水域

浸水範囲は、国土地理院、平成30年8月2日提供開始、「平成30年7月豪雨浸水推定段彩図（空中写真判読版） 高梁川（岡山県倉敷市など）」をもとに作成



○平成27年の水防法改正により、洪水に係る浸水想定区域について、河川整備において基本となる降雨を前提と

した区域から、想定し得る最大規模の降雨を前提とした区域に拡充。市町村において、これに対応した洪水ハ

ザードマップの作成・公表が順次進められているところ。

○倉敷市真備町では、住民の多くがハザードマップの存在を知っていたものの、内容まで理解していた方は少数。

公表
（1,316）

未公表
（24）

全国の作成対象となる河川
が存在する市町村のうち、

約９８％の市町村が洪水ハ
ザードマップを作成・公表済
み

洪水ハザードマップの作成・公表状況

一方、平成27年水防法改

正に伴う想定最大規模降
雨に対応したハザードマッ
プの作成・公表は20％

ハザードマップを
知っていたか

アンケートは倉敷市真備町地区で被災して避難所、親族宅などで暮らしたり、同地区で
復旧作業に当たる男女100人（男54人、女46人）に7月28日に面談方式で実施

※阪本真由美（兵庫県立大学）・松多信尚（岡山大学）・廣井悠（東京大学）が山陽新聞
社とともに実施した調査に基づく

見たことはある
５１％

内容を
理解していた

２４％

知らなかった
２５％

ハザードマップの
内容を理解していた

２４％

洪水ハザードマップの理解度

未公表
（1,072）

公表
（268）

想定最大規模又は計画規模の降雨による
洪水浸水想定区域に基づくハザードマップ
作成・公表状況（平成30年9月末時点）

想定最大規模の降雨による
洪水浸水想定区域に基づくハザードマップ
作成・公表状況（平成30年9月末時点）

「第1回平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（内閣府）」資料より引用

ハザードマップの理解度
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牛山素行（静岡大学）平成30年7月豪雨時の災害情報に関するアンケート（2018年7月実施）【2018/10/11追記版】

静岡大学 牛山教授調査

洪水の可能性がある「低地」居住で自宅外へ避難しなかった人の回答

○ 平成３０年７月豪雨の際、

洪水の可能性がある「低地」居住で自宅以外の場所への避難をしなかった人の理由は、

・自宅は洪水や土砂災害の危険性は低いと思っていたから

・自宅や周辺が浸水したり、土砂が来たりしなかったから

・自宅では、家屋の損壊、停電、断水などの被害・影響を受けなかったから など

自宅以外の場所への避難をしなかった決め手は、

・自宅は洪水や土砂災害の危険性は低いと思っていたから など （静岡大 牛山教授調査）

〇 災害リスクを十分に理解していないことにより、避難行動を決断できなかったと考えられる。

17

災害リスクの理解（避難をしなかった理由等）

「第1回平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（内閣府）」資料より引用



※内閣府 平成30年7月豪雨による水害･土砂災害からの避難に関するワーキンググループ ヒアリング結果

○倉敷市真備町でのヒアリングでは、以下をはじめとする意見が聴かれた。
・ハザードマップでは自宅周辺まで浸水することを明示していたが、現在は、河川改修がなされたこともあって「超

えないであろう」と油断していた。
・（他の地区で被災された方について）避難の声かけをしたが、まさかこのようなことにはならないと思って自宅待

機して被害にあわれたのではないか。
〇 過去の経験が正常性バイアスを増幅させたこと等が、避難を決断しなかった一員となったことが推察される。

アンケートは真備町地区で被災して避難所、親族宅などで暮らしたり、同地区で復旧作業に当たる男女100人（男54人、女46人）に7月28日に面談方式で実施

避難しなかった理由

※阪本真由美（兵庫県立大学）・松多信尚（岡山大学）・廣井悠（東京大学）が山陽新聞社とともに実施した調査に基づく
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住民の避難行動（正常性バイアス等）

「第1回平成30年7月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（内閣府）」資料より引用



水災害情報の活用状況
○ 被災者の避難のきっかけの多くは、周辺の環境悪化や消防・警察・近所の呼びかけによるもので、自分の身に

危険が差し迫るまで避難を決断していない。
○ 避難にあたっては、半数近くの人がリスク情報を参考にしていない。

最初に避難するきっかけになったのは何か 避難する際に参考にした情報は何か

ＮＨＫ被災者アンケート
（広島県、岡山県、愛媛県の被災者３１０人対象）

⇒身に危険が差し迫るま
で避難を決断していない

⇒半数近くの人が災害リスク情報に関心
を示していない。

資料）NHKWEB：「西日本豪雨１か
月 「今後の住まい」に不安 被災者
アンケート」（ 2018年8月6日 5時06

分）より国交省作成 19



洪水時の防災情報と住民の認識（倉敷市真備町）

避難勧告等の発令と降水量（倉敷市）
２２：００避難勧告
（真備地区全域）

※「避難勧告等の発令と降水量(倉敷市)」は、内閣府 平成30年7月豪雨による水害･土砂災害からの避難に関するワーキンググループ（第1回） 資料より引用

２３：４５避難指示（緊急）
（真備地区・小田川南側）

１：３０避難指示（緊急）
（真備地区・小田川北側）
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00
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水位（m）

氾濫危険水位4.5m

避難判断水位4.2m

氾濫注意水位4.0m

水防団待機水位3.0m

22:00避難勧告

21:38ホットライン

21:55ホットライン

22:35ホットライン

22:37ホットライン

23:45避難指示

真備町全域（左右岸）
小田川南側（右岸）

23:31ホットライン
0:47（国）緊急速報メール

倉敷市全域等：真備町箭田付近

（右岸）の氾濫発生周知

小田川北側（左岸）

1:36

（市）緊急速報メール
避難指示：小田川北側（左岸）

21:59（市）緊急速報メール
避難勧告：真備町全域（左右岸）・避難所情報

23:45

（市）緊急速報メール

避難指示：小田川南側（右岸）

倉敷市

21:50氾濫警戒情報

22:20氾濫危険情報

1:30避難指示

避難判断水位超過

氾濫危険水位超過

計画高水位超過

倉敷市質問(越流の可能性)に

事務所回答

越流開始

0:30氾濫発生情報

- 凡 例 -

・・・（国→市）ホットライン

・・・（国）洪水予報

・・・（国）緊急速報メール

・・・（市）避難情報、
（市）緊急速報メール

7/6 22:40 発表
大雨特別警報

【矢掛水位観測所】

7/6 7/7 7/7 15:10 切替
大雨警報

7/5 18:30 発表
大雨警報大雨注意報

7/5 10:33 発表

小田川の水位と避難情報

※内閣府 平成30年7月豪雨による水害･土砂災害からの避難に関するワーキンググループ ヒアリング結果

○ 倉敷市真備町では、避難行動を促すための様々な情報が存在したが、逃げ遅れにより人的被害（死者）が発
生。

○ 岡山県や真備町の住民へのヒアリングによると、真備町ではあまり雨が降っていなかったという認識であった。
○ 6日22:00に避難勧告が、22:40には大雨特別警報が発令されたが、その後、雨は弱まって10mm/h程度となり、

避難を決断できず、逃げ遅れた人たちもいた。
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